
家出
売春薬物

自殺

平成２１年１２月２１日 第１５号

生涯学習係

７月７日（火）にＰＴＡなど社会教育関係者と学校教育関係者が一堂に会し「人権教育（社会教育）指導者研修会及び

生徒指導主事・主任会議」を開催しました。講演やパネルディスカッションをとおして、喫緊の課題である「インターネット

や携帯電話に潜む危険や人権侵害」について学ぶとともに、子どもたちを守るための家庭・地域・学校の役割について

確認し合いました。

インターネット（ゲームサイト・ブログ・プロフ）

家庭の役割 地域の役割 学校の役割

うちの子

に限って

－インターネットや携帯電話に潜む危険や人権侵害から子どもを守る－
～ 人 権 感 覚 や 自 尊 感 情 の 育 成 ～

不正請求

携帯電話やインターネットについ

て、保護者自身が最終的な責任は自

分にあることを自覚し、危険を回避

させる行動をとることが大切です。

●携帯電話は、子どもにとって本当に

必要なものなのかを、親子や保護者同

士で十分話し合う。

●やむを得ず持たせなければならない

場合は、「食事中は使わない」「部屋

には持って行かない」「充電器は居間

に置く」「９時以降使わない」など、

具体的で実効性のある『我が家のルー

ル』を親子で一緒に作り、携帯電話を

持っている友達と宣言し合わせる。

地域の人々が、悪意を持った

大人を子どもたちに近づけさせ
ない「人間フィルタリング」と
なることが大切です。

●日頃からあいさつを交わし、地

域ぐるみで子どもを温かく見守り

育てる気運を醸成する。

●大人と子どもが地域の行事など

に積極的に参加し、地域のつなが

りを強化する。

情報モラル教育を一層充実

することが大切です。

フィルタリング機能が

あっても、子どもたちは

携帯電話等で俗悪なサイ

トに簡単に接続し犯罪に

巻き込まれたり、ブログ

やプロフに安易に誹謗中

傷の書き込みをして人権

を侵害したりしてしまう

危険にさらされていま

す。

家庭や地域、学校で子どもたちが五感をフルに使った体験を多く積ませることが大切です。

人権感覚や自尊感情を育て、人権侵害に関係したり、犯罪に巻き込まれたりしない強い人間の

下地を作ることが大切です。

●手、鼻、口、目、耳を使って、自然や友達と触れ合う体験をとおして、人間としての強さを磨き、携帯電話やイ

ンターネットによるコミュニケーションにおいても、相手の気持ちや心の痛みを推し量れるようにする。

●誰にでもあるよい点を認め伸ばすことにより、自尊感情を育てる。

●いじめを許さない環境づくりを進めるとともに、自分と違う考えも認め合えるような人間関係を構築する。

●携帯電話やインターネットの

利用状況に関する子どもの実態

を把握する。

●学校としての方針を決定し、

毅然とした態度で指導する。

●各教科等の年間指導計画に情

報モラル教育を位置付け、内容

を確実に実施する。

●教職員による研修を実施し共

通理解を図る。

●講演会を実施するなど、保護

者や地域への啓発に努める。


